
第14回SGRAチャイナフォーラム 

「東西思想の接触圏としての 
日本近代美術史再考」 

報告 

日 時：  2020年11月1日（日）午後3時～4時30分（北京時間） 
                    午後4時～5時30分（東京時間） 
方 法：  Zoom Webinar による 
主 催： 渥美国際交流財団関口グローバル研究会（SGRA） 
協 力： 清華東亜文化講座、北京大学日本文化研究所 
後 援： 国際交流基金北京日本文化センター 



今回のチャイナフォーラムは、Zoom Webinarによる 
完全オンラインで開催され、当日は常時300名ほどの参加者が視聴しました。 



今西淳子常務理事より開会挨拶の後、 
後援の国際交流基金北京日本文化センター高橋耕一郎所長からもご挨拶をいただきました。 



今回も北京大学日本文化学部の 
孫建軍先生が司会を 

務めてくださいました。 
 

北京大学民主楼の講堂には、 
司会の孫建軍先生をはじめ、 
院生約30人が集まり、 

Webinarでフォーラムを視聴しました。 



国際日本文化研究センターの稲賀繁美先生より、 
「中国古典と西欧絵画との理論的邂合 

—東西思想の接触圏としての日本近代美術史再考」 
をテーマにご講演いただきました。 



劉 暁峰先生（清華大学歴史系）、塚本麿充先生（東京大学東洋文化研究所）、王 中忱先生（清華大学中文系） 
（当日欠席のため、 高華鑫先生（中国社会科学院文学研究所）代読） 
林 少陽先生（香港城市大学中文及歴史学科）によりそれぞれの専門的知見に基づいたコメントが述べられました。 
 



質疑応答では、コメンテーターの先生方からの質問の他に、 
視聴者から寄せられた質問にも稲賀先生よりご回答いただきました。 



劉 暁峰先生より閉会のご挨拶をいただいた後、 
最後は機器トラブルによる音声の不具合にもかかわらず素晴らしい通訳をしてくださった 

同時通訳の丁莉さん、宋剛さん（下段）もお顔を見せてくださり、 
和やかな雰囲気の中、幕を閉じました。 


